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わが国は世界ーの長寿国であり、超高齢化社会を迎えつつある。単に長命で、あるだけで
は不十分で、 Qualityof Lifeを維持した長寿社会を築く必要がある。滋賀県信楽町では、滋
賀医科大学福祉保健医学教室(当時は保健管理学教室)と協同で、平成2年に町内の65才
以上の全住民について訪問調査を行った。その結果、同町の寝たきりの原因として、脳卒
中と大腿骨頚部骨折が明らかになった。そして、翌平成3年から同町では住民検診時に重
点地区を設定し、 100聞にもおよぶ問診、血清の保存を合わせて行ってきた。それと同時
に脳卒中、急性心筋梗塞、下腿骨折の発症を医療圏の基幹病院の入院カルテを閲覧して登
録している。これにより、寝たきりやQualityof Lifeの低下をきたす疾患の発症動向を今後
明らかにできると考えている。
本研究のような縦断的疫学研究は成果が出るまでに数年から十数年にわたり対象集団を
観察することが必要である。本報告書はベースラインデータに関するものが大部分である
が、今後の追跡結果から21世紀の日本の福祉保健対策立案の資料が得られることを期待し
ている。
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